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Ｗｅｂサイトの「申込み専用窓口」( https://healthcare-focus.jp )、にて参加申込みをお願いいたします。

参加申込者にはZOOM会議用のURLを事前にお知らせします。未着の方は、問合せアドレスにお知らせ下さい。

なお、ZOOM会議の参加が初めての方で、事前に接続テスト希望の方はその旨をご記入下さい。 

問合せ先：事務局　坂詰 清宛 E-mail:sakadume.kiyoshi@gmail.com

　秋田は死亡率ワーストワンといわれますが、実際に住んでみると思いあたる経験がなく、死亡率そのものを勉強する
気になりました。粗死亡率の順位は、東京、沖縄がトップで秋田が最下位、年齢調整死亡率では、長野・滋賀がトップ
で青森が最下位でした。勉強の結果、粗死亡率は戦争により起きた人口減少が、今日の死亡率の準備に大きく関係して
いる事が分かり、自治体個別の衛生事情とは無関係という結論になりました。その他年齢調整死亡率という計算式があ
り、厚生労働省は、1985年(60年前）の年齢別人口を基準とした独特な数式で自治体間の順位を決めています。
これについても触れたいと思います。死亡率ワーストワンはあまり名誉なことでは無く、正しい理解が必要です。また
コロナは、秋田県は少ないですが、勤め先が老健なので緊張は大変でした。感じることの多かった秋田10年間の医療・
介護の現場での経験をお話したいと思います。メディアや政治家や市民など様々なお立場の皆さまの参加を心からお待
ちしております。中澤堅次　医療制度研究会理事長）

　　 演題：秋田在住10年間、医療と介護の現場からー
秋田死亡率ワーストワンは本当か？－

        演者：中澤堅次氏（NPO医療制度研究会理事長）

        司会：松原要一氏（NPO医療制度研究会副理事長）
        参加費:　無料　　ZOOMオンラインでの参加になりますので、

事前の申込みをお願いいたします。

秋田在住10年間、医療と介護の現場から
ー秋田死亡率ワーストワンは本当か？ー

＊今回の講演会は後日 YouTubeにアップ予定です。当日参加困難な方は当Webサイトをご覧下さい。

なお、講演会開始前、総会を開催します。（午後4時30分から午後4時50分）

　　　　会員でない方も参加出来ます。




